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適切な方法で体重を測定しなかったため、誤っ
た体重をもとに透析を行い、過除水や除水不足
となった事例が報告されています。

公益財団法人 日本医療機能評価機構

透析前の体重測定の誤り
透析前の体重測定を適切な方法で実施しなかったため、誤った体重をもとに透析を
行った事例が４件報告されています（集計期間：２０１１年１月１日～２０１６年11月
３0日）。この情報は、第３６回報告書「個別のテーマの検討状況」で取り上げた内容
をもとに作成しました。

過除水

体重測定
の結果

実際の
体重との差

透析の
結果 背景

実際の
体重より
多い

実際の
体重より
少ない

＋6kg

＋0.9kg

除水
不足

－1.3kg

－5.6kg

リフト式体重計はストレッチャーシーツ分として
「－３ｋｇ」と設定することになっていたが、「３ｋｇ」
と設定した

当該患者の体重には義足を含めることになって
いたが、看護師は義足の重さを差し引いた

体重計付ベッドは柵とベッドコントローラーを付けて
測定することになっていたが、患者の移乗の際に
外し、そのまま付けずに測定した

計量部にスタッフが接触した状態で体重を測定
した
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

透析前の体重測定の誤り
事 例 1 

ICUで患者の体重を測定し、透析を行った。翌日もICUで同じ設定で体重を測定し、
透析を行った。３日目、透析室で透析を行う際に体重を測定したところ、患者の体重
が目標体重より減っていた。ＩＣＵに問合せがあり、ＩＣＵのリフト式体重計のパネルを
確認したところ、この体重計はストレッチャーシーツ分の重さとして、あらかじめ
「－３ｋｇ」と設定して測定することになっていたが、「３ｋｇ」と設定されていた。その
ため、ICUでは６ｋｇ多い体重をもとに除水量を計算して透析を行い、過除水になっ
ていたことが分かった。

事 例 2 
透析の際、当該患者の体重には義足を含めることになっていたが、看護師はこの患者
の体重には義足を含めないと思い込んでいた。看護師は、義足を装着して車椅子に
乗った患者の重さを測定した。その後、車椅子と義足の重さを測定し、最初に測定
した重さから差し引いた値を体重としたため、義足分の１．３ｋｇ少ない体重となった。
その体重をもとに除水量を計算して透析を行ったため除水不足となり、翌日に追加
の透析が必要となった。
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事例が発生した医療機関の取り組み

・透析前の体重測定の際に、体重計の設定や測定時の条件
を確認する。


